
概

00 22,742 20

施

,000
三島市民生涯

策

学習センター内児童セ

名

ンターにおいて、
遊び

生

を通して児童の健康増

涯

進と豊かな情操を育む

学

ため 10,614 12

習

,112 11,746

・

14,885
の各種事

青

業を展開する。
②

単発

少

講座開催回数 回 8 10

年

7 10
また、利用者が

基

安心安全に利用できる

本

よう適切な管理
運営を

目

行う。 令和　７年度の

標

優先度

③
単発講座参加

未

者数 人 457 300 2

来

76 300
1 　□ Ａ

に

　　　 □ Ｂ　　　

つ

 □ Ｃ　　　 □ 

な

Ｄ　

新型コロナウイル

ぐ

スが季節性インフルエ

人

ンザと同じ扱いとなる

材

中で、利用者数につい

を

ては計画値に到達しな

育

かっ
■ 計画どおり 

む

  
令和　５年度 たが

ま

、徐々にではあるが、

ち

コロナ禍前の状況に戻

要

りつつある。単発講座

施

においては感染症対策

策

をしながら概ね計
□ 

の

遅延        

目

 
の評価 画通り開催す

的

ることができた。
□ 

誰

進展なし     

■

も

 維持　□ 拡大 引き

が

続き積極的に各種事業

生

を展開するとともに、

涯

安心・安全に利用でき

を

る場の提供を行うため

通

、衛生管理の徹底
事業

じ

区分 □ 自治事務  

て

 □ 法定受託   

、

□ その他
今後の方向

い

性 □ 縮小　□ 改善

つ

に努める。
（改善措置

で

等）□ 休止　□ 終

も

了
計画対象 □ 実施計

、

画査定対象  □ 行

ど

政改革対象 
□ 廃止

こ

　　　　 

※決算額に

で

ついては、端数処理に

も

より、他資料の決算額

自

と差異が生じている場

由

合もあります。

に学び、その成果を生か

No. 事務事業名 活

す

動内容 コスト（事業費

こ

：千円）

市単独事業費

と

補助金 令和　４年度 令

が

和　５年度 令和　５年

で

度 令和　６年度 令和　

き

４年度 令和　５年度 令

る

和　５年度 令和　６年

環

度
活動指標名 単位

実績

境

計画 実績 計画 決算 当初

と

予算 決算 当初予算
全体

、

事業概要
①

交付団体数

青

団体 2 2 2 2
三島市子

少

ども会連合会補助金
　

年

子ども会の育成を図る

が

ために三島市子ども会

健

連合会 483 520 5

や

20 520
が実施する

か

事業に係る補助金を交

に

付する。
②

三島市子ど

育

も会連合会小 % 21 2

つ

0 24 20
 地域活動

環

費補助金 学生加入率
　

境

児童センターを拠点と

を

して活動する地域活動

整

団体が 令和　７年度の

え

優先度
実施する事業に

る

係る補助金を交付する

こ

。
③2 　□ Ａ　　　

と

 □ Ｂ　　　 □ 

。

Ｃ　　　 □ Ｄ　

２

施

団体に対し、児童健全

策

育成のための事業費の

の

一部を補助し、その活

方

動を支援することがで

向

きた。
■ 計画どおり

青

   
令和　５年度

□

少

 遅延       

年

  
の評価

□ 進展な

の

し     

■ 維持

健

　□ 拡大 今後も補助

全

金の交付を継続すると

育

ともに、団体が児童の

成

健全育成のための活動

青

を継続、発展していけ

少

るよう支援
事業区分 □

年

 自治事務   □ 

健

法定受託   □ そ

全

の他
今後の方向性 □ 

育

縮小　□ 改善 してい

成

く。
（改善措置等）□

の

 休止　□ 終了
計画

た

対象 □ 実施計画査定

め

対象  □ 行政改革

の

対象 
□ 廃止　　　

各

　 

事業について計画どおり進めることができた。また、実施した事業において、より対象者の関心が高い研修内容等に設定するなど工夫しなが
■ 計画どおり   

令和　５年度 ら事業を進めたことにより、目標値より高い満足度を得ることができた。青少年相談事業においては近年の不登校児の増加に伴う相談件数の増加に加え、相談内容の複
□ 遅延         

の評価 雑化・多様化に対応するため、新たにタブレット端末によるチャット方式での相談対応や相談員のスキルアップ研修を実施した。児童センターにおいては対象年齢に併
□ 進展なし     

せた講座を実施するなど、より利用者が参加しやすい講座の実施に努めた。
■ 維持　　　　 青少年育成事業につ

1

いては引き続き対象者

頁

の関心が高そうな研修

令

内容を設定し、青少年

和

健全育成研修の充実と

 

将来の指導者となる人

5

材の育成に努める。青

年

少年相談事業

今後の方

度

向性 □ 拡大　　　　

　

 では、不登校の児童

　

生徒が年々増加してい

事

るのに併せ、相談室の

務

役割が大きくなってい

事

るため、引き続き、相

業

談員の研修や関係機関

評

との連携に努めていく

価

。また、児童

（改善措

表

置等） □ 縮小　　　

（

　 センターにおいて

個

は主催講座だけでなく

票

、協力団体とも連携し

）

ながら子ども体力増進

課

・情操を豊かにする講

名

座を実施していく。
□

教

 改善　　　　 

育推進部生涯学習課 作成

No. 事務事業名

日

活動内容 コスト（事業

令

費：千円）

児童センタ

和

ー事業 令和　４年度 令

　

和　５年度 令和　５年

６

度 令和　６年度 令和　

年

４年度 令和　５年度 令

　

和　５年度 令和　６年

８

度
活動指標名 単位

実績

月

計画 実績 計画 決算 当初

　

予算 決算 当初予算
全体

１

事業概要
①

利用者数 人

日

21,761 30,0



概

,000 2,978 2

施

,000
多様な青少年

策

問題への対応として、

名

青少年が心身とも
に健

生

やかでたくましく成長

涯

することを願い、ここ

学

ろの 10,511 11

習

,453 10,657

・

13,650
ケアを図

青

るための面接相談や電

少

話相談と、非行を未然

年

②
電話等相談延べ人数

基

人 908 2,000 5

本

79 1,000
に防ぐ

目

ための補導活動を関係

標

機関との連携のもとに

未

実
施し、家庭・学校と

来

地域が連携し、青少年

に

の健全育成 令和　７年

つ

度の優先度
事業を推進

な

する。
③

タブレットに

ぐ

よる相談延 人 2,10

人

0 2,558 2,00

材

0
3 べ人数 　□ Ａ　

を

　　 □ Ｂ　　　 

育

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

む

　

コロナ禍が影響して

ま

いるのか、不登校傾向

ち

の児童生徒が上昇傾向

要

にあるため、青少年相

施

談室の役割が大きくな

策

っ
■ 計画どおり  

の

 
令和　５年度 ている

目

。今後も上昇傾向は続

的

くのではないかと予想

誰

される。
□ 遅延  

も

       
の評価

が

□ 進展なし    

生

 

■ 維持　□ 拡大

涯

面接相談、電話相談及

を

びタブレット端末を用

通

いた相談を活用し、さ

じ

らにメールによる相談

て

、24時間悩み相談を

、

す
事業区分 □ 自治事

い

務   □ 法定受託

つ

   □ その他
今後

で

の方向性 □ 縮小　□

も

 改善 ることができる

、

場所があるということ

ど

を周知していく。
（改

こ

善措置等）□ 休止　

で

□ 終了
計画対象 □ 

も

実施計画査定対象  

自

□ 行政改革対象 
□

由

 廃止　　　　 

※決

に

算額については、端数

学

処理により、他資料の

び

決算額と差異が生じて

、

いる場合もあります。

その成果を生かすことが

No. 事務事

で

業名 活動内容 コスト（

き

事業費：千円）

少年育

る

成事業 令和　４年度 令

環

和　５年度 令和　５年

境

度 令和　６年度 令和　

と

４年度 令和　５年度 令

、

和　５年度 令和　６年

青

度
活動指標名 単位

実績

少

計画 実績 計画 決算 当初

年

予算 決算 当初予算
全体

が

事業概要
①

少年育成事

健

業開催回数 回 39 43

や

43 46
小学生、中学

か

生、高校生を対象に、

に

野外活動や教養講
座等

育

の体験を通して自主性

つ

、実践性、協調性、思

環

いや 1,147 1,8

境

44 1,515 2,9

を

54
りの心、忍耐力な

整

ど社会の中でたくまし

え

く生きる力を
②

少年育

る

成事業参加延べ人 人 1

こ

,292 1,395 1

と

,419 1,476
培

。

い、心豊かな少年育成

施

を図各種事業を行う。

策

数
また、令和5年度か

の

らは「三島市高校生公

方

開討論会」 令和　７年

向

度の優先度
を新規事業

青

として行う。
③

少年育

少

成事業参加者の満 ％ 9

年

4.8 80 96.0 8

の

0
4 足度 　□ Ａ　　

健

　 □ Ｂ　　　 □

全

 Ｃ　　　 □ Ｄ　

育

高校生を対象に公開討

成

論会事業を新規に実施

青

することにより、さら

少

なる青少年健全育成研

年

修の充実と将来の指導

健

■ 計画どおり   

全

令和　５年度 者となる

育

人材の育成に努めると

成

ともに、少年育成事業

の

の参加者からも目標値

た

以上の満足度を参加者

め

から得ること
□ 遅延

の

         
の

各

評価 ができた。
□ 進

事

展なし     

■ 

業

維持　□ 拡大 引き続

に

き対象者の関心が高そ

つ

うな研修内容を設定し

い

、教育効果の高いと考

て

えらえる事業の立案を

計

行う。また、中
事業区

画

分 □ 自治事務   

ど

□ 法定受託   □

お

 その他
今後の方向性

り

□ 縮小　□ 改善 学

進

生を対象とした宿泊研

め

修のありかたについて

る

実施したニーズ調査に

こ

基づき、令和６年度は

と

中学生宿泊研修を新
（

が

改善措置等）□ 休止

で

　□ 終了 規に実施し

き

、さらなる青少年の社

た

会教育の場を設けるよ

。

う努める。
計画対象 □

ま

 実施計画査定対象 

た

 □ 行政改革対象 

、

□ 廃止　　　　 

実施した事業において、より対象者の関心が高い研修内容等に設定するなど工夫しなが
■ 計画どおり   

令和　５年度 ら事業を進めたことにより、目標値より高い満足度を得ることができた。青少年相談事業においては近年の不登校児の増加に伴う相談件数の増加に加え、相談内容の複
□ 遅延         

の評価 雑化・多様化に対応するため、新たにタブレット端末によるチャット方式での相談対応や相談員のスキルアップ研修を実施した。児童センターにおいては対象年齢に併
□ 進展なし     

せた講座を実施するなど、より利用者が参加しやすい講座の実施に努めた。
■ 維持　　　　 青少年育成事業につ

2

いては引き続き対象者

頁

の関心が高そうな研修

令

内容を設定し、青少年

和

健全育成研修の充実と

 

将来の指導者となる人

5

材の育成に努める。青

年

少年相談事業

今後の方

度

向性 □ 拡大　　　　

　

 では、不登校の児童

　

生徒が年々増加してい

事

るのに併せ、相談室の

務

役割が大きくなってい

事

るため、引き続き、相

業

談員の研修や関係機関

評

との連携に努めていく

価

。また、児童

（改善措

表

置等） □ 縮小　　　

（

　 センターにおいて

個

は主催講座だけでなく

票

、協力団体とも連携し

）

ながら子ども体力増進

課

・情操を豊かにする講

名

座を実施していく。
□

教

 改善　　　　 

育推進部生涯学習課 作成

No. 事務事業名

日

活動内容 コスト（事業

令

費：千円）

青少年相談

和

室事業 令和　４年度 令

　

和　５年度 令和　５年

６

度 令和　６年度 令和　

年

４年度 令和　５年度 令

　

和　５年度 令和　６年

８

度
活動指標名 単位

実績

月

計画 実績 計画 決算 当初

　

予算 決算 当初予算
全体

１

事業概要
①

面接相談延

日

べ人数 人 2,622 2



概

38.5 26
中学生が

施

日常生活の中で考え、

策

感じていることを発表

名

する機会を提供するこ

生

とにより、自らを見つ

涯

め直して 162 189

学

207 127
社会の一

習

員としての自覚を高め

・

る契機とするとともに

青

②
来場者数 人 67 80

少

74 80
、青少年の健

年

全育成について市民に

基

理解と認識を深め
ても

本

らうことを目的とし、

目

三島市中学生の主張大

標

会 令和　７年度の優先

未

度
を実施する。

③5 　

来

□ Ａ　　　 □ Ｂ

に

　　　 □ Ｃ　　　

つ

 □ Ｄ　

来場者数は

な

計画値をわずかに下回

ぐ

ったものの、主催者・

人

来賓、各学校に早期に

材

案内したため、昨年度

を

を上回るこ
■ 計画ど

育

おり   
令和　５年

む

度 とができた。また、

ま

各中学校に早期に募集

ち

通知し、応募を呼びか

要

けたことで、中学生参

施

加率については目標を

策

達
□ 遅延     

の

    
の評価 成する

目

ことができた。
□ 進

的

展なし     

■ 

誰

維持　□ 拡大 広く作

も

品募集をするため、早

が

期に各中学校に対し周

生

知を行い、引き続き応

涯

募者の増加を図ってい

を

く。また、一般
事業区

通

分 □ 自治事務   

じ

□ 法定受託   □

て

 その他
今後の方向性

、

□ 縮小　□ 改善 市

い

民の来場を促せるよう

つ

、開催方法の検討や周

で

知を強化する。
（改善

も

措置等）□ 休止　□

、

 終了
計画対象 □ 実

ど

施計画査定対象  □

こ

 行政改革対象 
□ 

で

廃止　　　　 

※決算

も

額については、端数処

自

理により、他資料の決

由

算額と差異が生じてい

に

る場合もあります。

学び、その成果を生かす

No. 事務事業

こ

名 活動内容 コスト（事

と

業費：千円）

市単独事

が

業費補助金 令和　４年

で

度 令和　５年度 令和　

き

５年度 令和　６年度 令

る

和　４年度 令和　５年

環

度 令和　５年度 令和　

境

６年度
活動指標名 単位

と

実績 計画 実績 計画 決算

、

当初予算 決算 当初予算

青

全体事業概要
①

交付団

少

体数 団体 4 3 3 3
青少

年

年健全育成団体等が行

が

う青少年健全育成事業

健

に係
る事業費に対する

や

補助金 2,383 2,

か

083 2,083 2,

に

083
「ボーイスカウ

育

ト三島地区補助金」
②

つ

「ガールスカウト三島

環

地区連絡協議会補助金

境

」
「青少年健全育成会

を

補助金」 令和　７年度

整

の優先度

③6 　□ Ａ

え

　　　 □ Ｂ　　　

る

 □ Ｃ　　　 □ 

こ

Ｄ　

 団体が青少年の

と

健全育成のための活動

。

を継続、発展していけ

施

るよう、事業費の補助

策

を行った。
■ 計画ど

の

おり   
令和　５年

方

度
□ 遅延     

向

    
の評価

□ 進

青

展なし     

■ 

少

維持　□ 拡大 今後も

年

補助金の交付を継続し

の

、団体が青少年の健全

健

育成のための活動を継

全

続、発展していけるよ

育

う指導していく
事業区

成

分 □ 自治事務   

青

□ 法定受託   □

少

 その他
今後の方向性

年

□ 縮小　□ 改善 。

健

（改善措置等）□ 休

全

止　□ 終了
計画対象

育

□ 実施計画査定対象

成

  □ 行政改革対象

の

 
□ 廃止　　　　 

ための各事業について計画どおり進めることができた。また、実施した事業において、より対象者の関心が高い研修内容等に設定するなど工夫しなが
■ 計画どおり   

令和　５年度 ら事業を進めたことにより、目標値より高い満足度を得ることができた。青少年相談事業においては近年の不登校児の増加に伴う相談件数の増加に加え、相談内容の複
□ 遅延         

の評価 雑化・多様化に対応するため、新たにタブレット端末によるチャット方式での相談対応や相談員のスキルアップ研修を実施した。児童センターにおいては対象年齢に併
□ 進展なし     

せた講座を実施するなど、より利用者が参加しやすい講座の実施に努めた。
■ 維持　　　　 青少年育成事業につ

3

いては引き続き対象者

頁

の関心が高そうな研修

令

内容を設定し、青少年

和

健全育成研修の充実と

 

将来の指導者となる人

5

材の育成に努める。青

年

少年相談事業

今後の方

度

向性 □ 拡大　　　　

　

 では、不登校の児童

　

生徒が年々増加してい

事

るのに併せ、相談室の

務

役割が大きくなってい

事

るため、引き続き、相

業

談員の研修や関係機関

評

との連携に努めていく

価

。また、児童

（改善措

表

置等） □ 縮小　　　

（

　 センターにおいて

個

は主催講座だけでなく

票

、協力団体とも連携し

）

ながら子ども体力増進

課

・情操を豊かにする講

名

座を実施していく。
□

教

 改善　　　　 

育推進部生涯学習課 作成

No. 事務事業名

日

活動内容 コスト（事業

令

費：千円）

中学生の主

和

張大会事業 令和　４年

　

度 令和　５年度 令和　

６

５年度 令和　６年度 令

年

和　４年度 令和　５年

　

度 令和　５年度 令和　

８

６年度
活動指標名 単位

月

実績 計画 実績 計画 決算

　

当初予算 決算 当初予算

１

全体事業概要
①

中学生

日

参加率 ％ 39.6 26


